
■ 調査部位別結果

 【 目視できた範囲 】
① すべてまたはほとんどが確認できた (9割以上)

② 過半の部分が確認できた (5割以上9割未満)

③ 過半の部分が確認出来なかった (1割以上5割未満)

④ ほとんど確認できなかった (1割未満)

⑤ まったく確認できなかった (0割)

⑥ 点検口等から目視可能な範囲で確認できた
ー 対象なし

■ 劣化事象等の写真(内容)

調査部位 目視できた
範囲

劣化事象等
あり なし

屋根 □ ■

HCM 建物外部 調査報告
物件番号

検査実施日 2019年5⽉23日

×︓明らかな不具合と判断される

バルコニー □ ■
基礎 ■ □

外壁 □ ■
軒裏 □ ■

場  所 南面基礎

指摘事象

備  考

※その他にも同事象（多数）あり【図面参照】

構造耐⼒上主要な部分に係るもの

番号 2 劣化事象等 あり 評  価

部  位

場  所 南北面基礎

指摘事象 南面基礎に0.6ｍｍのヘアクラック

備  考

構造耐⼒上主要な部分に係るもの

④
①
①
①
②

基礎

部  位

番号 1 劣化事象等 あり 評  価

基礎

△︓詳細調査をするべきと判断される

0.5ｍｍ以下の複数のヘアクラック


